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Sun Fire V890 サーバーご使用にあ
たって

このマニュアルでは、Sun Fire™ V890 サーバーに関連する問題の最新情報について
説明します。

関連マニュアル
Sun Fire V890 サーバーに関するすべてのオンラインマニュアルは、次の URL で参照
できます。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/Servers

これらのサイトを定期的にチェックして、このマニュアルの最新版を含む、Sun Fire 
V890 製品のマニュアルの最新版を確認してください。

プリインストールソフトウェア
Sun Fire V890 サーバーには、Solaris™ オペレーティングシステム (OS) および 
Java™ Enterprise System ソフトウェアがプリインストールされています。プリイン
ストールされたソフトウェアの使用方法については、次の URL を参照してくださ
い。

http://www.sun.com/software/preinstall
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2100 MHz のシステム要件
2100 MHz の CPU/メモリーモジュールを搭載した Sun Fire V890 システムは、2100 
MHz UltraSPARC™ IV+ プロセッサの追加の電源をサポートするようにアップグ
レードされた状態で出荷されます。2100 MHz システムのソフトウェア要件および
ハードウェアアップグレードの詳細は、『Sun Fire V490/V890 Systems with 
UltraSPARC IV+ 2100 MHz CPU/Memory Modules Supplement』を参照してくださ
い。このマニュアルは、次の Web サイトからオンラインで参照できます。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/Servers

ソフトウェアおよび OpenBoot ファーム
ウェアの要件
表 1 に、1050 MHz、1200 MHz、および 1350 MHz の UltraSPARC IV CPU/メモ
リーモジュールと 1500 MHz、1800 MHz、および 2100 MHz の UltraSPARC IV+ 
CPU/メモリーモジュールに必要な OS および OpenBoot™ PROM (OBP) ファーム
ウェアの最小バージョンを示します。

表 1 オペレーティングシステムおよびファームウェアの最小バージョン

CPU/メモリーモジュール オペレーティングシステム ファームウェアバージョン

1050 MHz Solaris 8 2/04 OBP 4.15.1

Solaris 9 4/04 OBP 4.15.1

Solaris 10 3/05 OBP 4.15.1

1200 MHz Solaris 8 2/04 OBP 4.15.1

Solaris 9 4/04 OBP 4.15.1

Solaris 10 3/05 OBP 4.15.1

1350 MHz Solaris 8 2/04 OBP 4.15.6

Solaris 9 4/04 OBP 4.15.6

Solaris 10 3/05 OBP 4.15.6

1500 MHz Solaris 9 9/05 OBP 4.18.1

Solaris 10 3/05 HW1 OBP 4.18.1

1800 MHz Solaris 9 9/05 OBP 4.18.8
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注意 – 2100 MHz の CPU/メモリーモジュールを搭載したシステムでは、version 
4.22.24 以降の OBP を使用してください。これらのシステムに以前のバージョンの 
OBP をロードすると、システムが起動不能になります。

サーバーに適切なバージョンのオペレーティングシステムがインストールされている
ことを確認するには、/etc/release ファイルを調べてください。このファイルに
「Solaris X X/XX」という文字列か、Sun Fire V890 システムと互換性のある 
Solaris リリースを示す文字列が含まれていることを確認します。

サーバーに現在インストールされている OpenBoot ファームウェアのバージョンを特
定するには、次のいずれかの方法を実行します。

● Solaris オペレーティングシステムの動作中に、次のコマンドを入力します。

● または、ok プロンプトから次のコマンドを入力します。

OpenBoot PROM の診断操作の拡張

version 4.15 以降の OBP では、拡張診断機能が提供されており、電源投入時にデ
フォルトで有効になります。これらの診断機能により、Sun Fire V890 サーバーの起
動にかかる時間が長くなることがあります。また、これらの診断機能は、サーバーに
関する情報を検出して報告するいくつかのアプリケーションの動作を変更します。

たとえば、OBP 診断が有効の場合、rsc-console 接続からの出力は、警告メッセー
ジもなくサーバーコンソールに送信されます。このとき、RSC コンソールは RSC コ
マンドに応答していないように見えます。Sun Fire V890 サーバーのフロントパネル
のキースイッチが診断位置に設定されている状態で、rsc-console 出力を表示して
いる場合にも、このように動作することがあります。

Solaris 10 3/05 HW1 OBP 4.18.8

2100 MHz Solaris 9 9/05 OBP 4.22.24

Solaris 10 3/05 HW1 OBP 4.22.24

# /usr/sbin/prtconf -V

ok .version

表 1 オペレーティングシステムおよびファームウェアの最小バージョン (続き)

CPU/メモリーモジュール オペレーティングシステム ファームウェアバージョン
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また、診断は起動時のサーバーの LED の動作も変更します。電源投入時自己診断 
(POST) の実行中は、電源 LED とシステム障害 LED が同時に点滅します。POST が
完了して OBP 診断が実行されると、LED は通常の動作に戻ります。

これらの拡張機能、新規および再定義された構成変数、および新しい標準 (デフォル
ト) 構成の詳細は、『OpenBoot PROM Enhancements for Diagnostic Operation』を
参照してください。このマニュアルは、Sun Fire V890 サーバーに付属の Sun Fire 
V890 Documentation CD に収録されています。

ソフトウェアパッチ
この節では、使用している Sun Fire V890 サーバーで必要になる場合があるソフト
ウェアパッチの一覧を示します。これらのパッチは、ご購入先から入手するか、次の 
SunSolve OnlineSM Web サイトからダウンロードできます。

http://sunsolve.sun.com

パッチのインストール手順については、各パッチに添付の README ファイルを参照
してください。次のバージョンの Solaris OS のパッチを、このあとに一覧で示しま
す。

■ Solaris 10 OS のソフトウェアパッチ
■ Solaris 9 OS のソフトウェアパッチ
■ Solaris 8 OS のソフトウェアパッチ

Solaris 10 OS のソフトウェアパッチ

Solaris 10 に必要なソフトウェアパッチの一覧を確認するには、『Solaris 10 Sun ハー
ドウェアマニュアル』を参照してください。

Solaris 9 OS のソフトウェアパッチ

表 2 に、Sun Fire V890 サーバーにインストールされている Solaris 9 4/04 OS の必須
パッチおよび推奨パッチの一覧を示します。

表 2 Solaris 9 OS がインストールされた Sun Fire V890 サーバーのパッチ

パッチ ID 説明

必須パッチ:

112233-12 以降 SunOS 5.9: kernel パッチ

112817-17 以降 SunOS 5.9: SunGigaSwift Ethernet 1.0 ドライバパッチ
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* パッチ 111847、113039、113040、113041、113042、113043、および 113044 には、
パッケージ SUNWsan (SAN Foundation Kit) が必要です。SUNWsan パッケージ
は、次の Sun Download Center から入手できます。

http://www.sun.com/storage/san/

このサイトから、最新の SAN リリースのソフトウェア/ファームウェアアップグ
レードをダウンロードしてください。

Solaris 8 OS のソフトウェアパッチ

表 3 に、Solaris 8 02/04 OS がインストールされている Sun Fire V890 サーバーに固
有の必須パッチの一覧を示します。これらのパッチは、このマニュアルの発行時点で
入手可能なものです。

111847-08 以降 SAN Foundation Kit パッチ (MPxIO/leadville)*

113039-04 以降 SunOS 5.9: Sun StorEdge Traffic Manager パッチ*

113040-06 以降 SunOS 5.9: fctl/fp/fcp/usoc ドライバパッチ*

113041-04 以降 SunOS 5.9: fcip ドライバパッチ*

113042-04 以降 SunOS 5.9: qlc ドライバパッチ*

113043-05 以降 SunOS 5.9: luxadm、liba5k、および libg_fc パッチ*

113044-04 以降 cfgadm パッチ*

113447-13 以降 SunOS 5.9: libprtdiag_psr パッチ

117171-05 以降 SunOS 5.9: kernel パッチ

115553-10 以降 SunOS 5.9: USB ドライバおよびフレームワークパッチ

推奨パッチ:

116363-07 以降 RSC 2.2.2 パッチ

表 3 Solaris 8 OS がインストールされた Sun Fire V890 の必須パッチ

パッチ ID 説明

必須パッチ:

109873-25 以降 SunOS 5.8: prtdiag およびプラットフォーム libprtdiag_psr.so.1 パッチ

109896-25 以降 USB ドライバパッチ

110460-32 以降 SunOS 5.8: fruid/PICL プラグインパッチ

110614-02 以降 SunOS 2.8: ses ドライバパッチ

表 2 Solaris 9 OS がインストールされた Sun Fire V890 サーバーのパッチ (続き)

パッチ ID 説明
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* パッチ 111095、111096、111097、111412、111413、および 111846 には、パッケージ 
SUNWsan (SAN Foundation Kit) が必要です。SUNWsan パッケージは、次の Sun 
Download Center から入手できます。

http://www.sun.com/storage/san/

このサイトから、最新の SAN リリースのソフトウェア/ファームウェアアップグ
レードをダウンロードしてください。

111095-15 以降 SunOS 2.8: fctl/fp/fcp/usoc ドライバパッチ*

111096-08 以降 SunOS 2.8: fcip ドライバパッチ*

111097-14 以降 SunOS 2.8: qlc ドライバパッチ*

111412-13 以降 SunOS 2.8: Sun StorEdge Traffic Manager パッチ*

111413-12 以降 SunOS 2.8: luxadm、liba5k、および libg_fc パッチ*

111792-09 以降 picl プラグインパッチ

111846-08 以降 SunOS 2.8: cfgadm パッチ*

111847-08 以降 SAN Foundation Kit パッチ*

111883-24 以降 SunOS 5.8: GigaSwiftEthernet ドライバパッチ

116962-01 以降 pcisch ドライバパッチ

推奨パッチ:

117255-01 以降 RSC 2.2.2 パッチ

表 3 Solaris 8 OS がインストールされた Sun Fire V890 の必須パッチ (続き)

パッチ ID 説明
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ハードウェアおよびファームウェアの問
題
この節では、Sun Fire V890 サーバーに関連するハードウェアおよびファームウェア
の問題について説明します。

PCI ホットプラグをサポートする Sun の PCI カー
ド
動作中のオペレーティングシステムから PCI カードを正常に切り離すには、カード
上の各デバイスが切り離し安全ドライバを搭載している必要があります。「切り離し
安全」ドライバを使用すると、サーバーのほかの場所で使用されている同種のデバイ
スを処理するためのインスタンスをオープンしたままで、ドライバの 1 つのインスタ
ンスをクローズできます。切り離し安全ドライバであるためには、DDI_DETACH と
呼ばれる基本的な DDI/DKI (Device Driver Interface/Device Kernel Interface) 機能
を実行できる必要があります。DDI_DETACH 機能をサポートしないドライバは、
「切り離し危険」とみなされます。

Sun では、切り離し安全デバイスドライバを使用するホットプラグ対応の PCI カー
ドを各種提供しています。入手できる PCI カードについては、ご購入先にお問い合
わせください。

Sun 以外のドライバ (Sun 以外のベンダーから購入したもの) の多くは、DDI_DETACH 
機能をサポートしていません。本番環境で使用する前に、Sun 以外の PCI カードの
機能性とホットプラグの互換性を、そのカードのベンダーに確認してください。

注 – PCI ホットプラグ操作が完了するまで待ってから、新しい操作を開始してくだ
さい。

Sun Fire V890 PCI カードのホットプラグ操作の詳細は、『Sun Fire V890 Server 
Dynamic Reconfiguration Guide』(817-4166-10) を参照してください。このマニュア
ルは、次の Web サイトから入手できます。

■ http://docs.sun.com
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Sun が認定していない PCI カードを Sun Fire 
V890 サーバーで使用する場合の注意事項

サーバーの動作を確実に維持するには、Sun Fire V890 サーバーに取り付けるすべて
の PCI カードおよび関連するドライバを、Sun がこのプラットフォーム上での使用
を認定したものにすることが特に重要です。カードとドライバのソリューションが認
定されたものでない場合、特定のバス上でカードとドライバ間に相互作用が発生し、
潜在的なサーバーのパニックやその他の否定的な結果につながる可能性があります。

認定済みの PCI カードおよび Sun Fire V890 サーバーでの構成に関する最新情報につ
いては、ご購入先にお問い合わせください。詳細は、次の Web サイトを参照してく
ださい。

http://www.sun.com/io

FC-AL ディスクドライブファームウェアの問題

Sun Fire V890 サーバーに取り付けられたすべての FC-AL ディスクドライブは、Sun 
Fire V890 サーバーのファームウェアバージョンの最小要件を満たしている必要があ
ります。不適切なファームウェアによって、診断が困難なさまざまなサーバーの問題
が発生することがあります。ディスクドライブのファームウェアバージョンを確認す
るには、Solaris format(1M) ユーティリティーの inquiry 機能を使用します。次の
表に、このマニュアルの発行時点での Sun Fire V890 ディスクドライブのファーム
ウェアバージョンの最小要件を示します。

ファームウェアバージョンの最小要件

注 – Sun Fire V890 サーバーでは、72G バイト未満の容量のドライブはサポートされ
ていません。

注 – 出荷時構成、ユーザー取り付けオプション、または現場交換可能ユニット 
(FRU) として取り付けられた Sun Fire V890 ディスクドライブは、すべてファーム
ウェアバージョンの最小要件を満たしています。

Sun の 
パーツ番号

容量 メーカー ファームウェアバージョンの最小要件

540-4905
540-5408

72G バイト Seagate ST373307FC
Seagate ST373405FC
Fujitsu MAN3735FC
Fujitsu MAP3735FC

0638
0638
1004
0701
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Sun Fire V890 FC-AL バックプレーンファーム
ウェアのインストール

まれに、Sun Fire V890 FC-AL バックプレーンのファームウェアが破壊された場合
は、バックアップイメージを使用して、元のファームウェアでバックプレーンをフ
ラッシュ更新できます。フラッシュ更新では、Solaris luxadm ユーティリティーを使
用します。詳細は次のとおりです。

バックプレーンファームウェアをフラッシュ更新する前に、SunSolve Online Web サ
イトから Sun Fire V890 システムディスクにファームウェアイメージをダウンロード
する必要があります。バックプレーンファームウェアの最新バージョンは、
SunSolve Online Web サイト (http://sunsolve.sun.com) からいつでも入手でき
ます。SunSolve Web サイトからファームウェアをインストールするには、ファーム
ウェアイメージに添付の README ファイルを参照してください。

注 – Solaris サプリメント CD には、Sun Fire V880 サーバー用の FC-AL バックプ
レーンのバージョンが収録されています。Sun Fire V890 には、このバージョンの
ファームウェアをインストールしないでください。

ファームウェアイメージは、Sun Fire V890 システムディスクの次のデフォルトの位
置にインストールされます。

/usr/platform/SUNW,Sun-Fire-V890/lib/images/int_fcbpl_fw

イメージがこの場所にインストールされたら、次の手順に従って、フラッシュ更新を
実行します。

▼ バックプレーンファームウェアをフラッシュ更新する方法

1. スーパーユーザーで次のコマンドを入力して、シングルユーザーモードに入ります。

2. フロントパネルのキースイッチをロック位置に入れます。

キースイッチをロック位置に設定すると、権限のないユーザーによってサーバーのフ
ラッシュ PROM がプログラミングされることを防止できます。

注 – 手順 3 のフラッシュ更新処理を開始して、スーパーユーザーのプロンプトが表
示されたあとは、15 分以上待機して更新処理を完了させる必要があります。フラッ
シュ PROM の更新中でも、サーバーが何の動作も行なっていないように見える場合
があります。更新処理が完了したことを確認するまで、ほかの操作を行わないでくだ
さい。

# init s
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3. 次の luxadm サブコマンドを入力して、フラッシュ更新処理を開始します。

ここで指定する値は、次のとおりです。

■ firmware_path は、システムディスク上のファームウェアの位置です。ここでは、
/usr/platform/SUNW,Sun-Fire-V890/lib/images/int_fcbpl_fw になり
ます。

■ enclosure_name は、Sun Fire V890 内部記憶装置アレイに割り当てられた格納装置
の名前で、デフォルトでは FCloop です。最初に格納装置名を確認する必要があ
る場合は、luxadm probe サブコマンドを使用します。

注 – luxadm ユーティリティーの詳細は、サプリメント CD の Solaris on Sun 
Hardware Collection に含まれる『特記事項: luxadm ソフトウェア』を参照してくだ
さい。

4. スーパーユーザーのプロンプトがふたたび表示されたら、15 分以上待ってから、次
の手順に進みます。

この最低限の待機時間は、フラッシュ更新処理が、サーバー内のすべての SSC-100 
コントローラにファームウェアコードを伝達するために必要です。

5. 次の luxadm サブコマンドを入力して、フラッシュ更新処理が正常に完了したこと
を確認します。

enclosure_name は、Sun Fire V890 内部記憶装置アレイに割り当てられた格納装置の
名前です。

コマンド出力には、サーバーの各 SSC-100 コントローラの状態が表示されます。次
に、デュアルバックプレーンサーバーの出力例の一部を示します。

a. 各 SSC-100 コントローラに「O.K.」が表示され、括弧内のファームウェアバー
ジョンが同じであることを確認します。

確認された場合は、フラッシュ更新処理が正常に完了しています。

# luxadm download -f firmware_path enclosure_name

# luxadm display enclosure_name

SSC100's - 0=Base Bkpln, 1=Base LoopB, 2=Exp Bkpln, 3=Exp LoopB 
    SSC100 #0:    O.K.(9228/ 3A20)
    SSC100 #1:    O.K.(9228/ 3A20)
    SSC100 #2:    O.K.(9228/ 3A20)
    SSC100 #3:    O.K.(9228/ 3A20)
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b. そうでない場合は、約 2 分待ってから、この手順を繰り返してください。

6. フラッシュ更新処理が完了したら、init コマンドを使用してサーバーをマルチユー
ザーモードに戻します。

たとえば、次のように入力します。

7. フロントパネルのキースイッチをロック位置に入れます。

通常の運用時には、ロック位置に設定しておくことをお勧めします。

これで、サーバーは通常の操作を再開できます。

ハードウェアのウォッチドッグ機能および XIR
システムのハングアップ状態を検出し、それに対応するため、Sun Fire V890 システ
ムは、ハードウェアのウォッチドック機能を備えています。これは、オペレーティン
グシステムの実行中、継続的にリセットされるハードウェアタイマーです。システム
がハングアップすると、オペレーティングシステムはタイマーをリセットできなくな
ります。そのためタイマーが切れて、オペレータが介入する必要なく、自動的に外部
強制リセット (XIR) が発生します。ウォッチドッグ機能が XIR を実行すると、デバッ
グ情報がシステムコンソールにダンプされます。

注 – 次に示すとおり、ハードウェアのウォッチドッグ機能は使用可能に設定しない
と起動されません。

XIR 機能は、RSC コンソールから手動で起動することもできます。システムが完全に
ハングアップし、L1-A (Stop-A) キーボードコマンドも機能しない場合には、xir コ
マンドを手動で実行します。RSC から xir コマンドを手動で実行すると、システム
はただちに OBP の ok プロンプトに戻ります。ok プロンプトでは、OBP コマンドを
使用してシステムをデバッグできます。

ハードウェアウォッチドッグ機能がリセットされたときに POST または OBP 診断を
実行するように、OpenBoot 構成変数 post-trigger および obdiag trigger を
設定できます。ハードウェアウォッチドッグ機能と OBP 構成変数の使用方法につい
ては、『Sun Fire V890 Diagnostics and Troubleshooting Guide』を参照してくださ
い。このマニュアルは、http://docs.sun.com の「Sun ハードウェア対応 
Solaris」から入手できます。

# init 3
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▼ ウォッチドッグ機能およびオプションの使用可能への切り替
え方法

1. /etc/system ファイルを編集して、次のエントリを設定します。

2. システムを再起動して、変更を有効にします。

システムがハングアップしたときに、ハードウェアウォッチドッグ機能が自動的にシ
ステムを再起動するように設定するには、次のコマンドを実行します。

a. システムの ok プロンプトで、次のように入力します。

システムがハングアップしたときに、自動的にクラッシュダンプを生成するには、次
のコマンドを実行します。

b. システムの ok プロンプトで、次のように入力します。

set watchdog_enable = 1

ok setenv error-reset-recovery = boot

ok setenv error-reset-recovery = sync
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Sun Fire V890 サーバーのラック搭載に関する最
新情報

現在、Sun Fire V890 サーバーでサポートされる Sun のラックは、StorEdge™ 拡張
キャビネット (Sun のパーツ番号 SG-XARY030A)、Sun Fire キャビネット (Sun の
パーツ番号 SF-XCAB)、および Sun Rack 900 (Sun のパーツ番号 SR9-KL038A-IP) だ
けです。

Sun Fire V890 サーバーを Sun™ Rack 900 に搭載するには、Sun の X9638A ラックマ
ウントキットを使用します。

Sun Fire V890 サーバーを Sun StorEdge 拡張キャビネットおよび Sun Fire キャビ
ネットに搭載するには、Sun の X9628A ラックマウントキットを使用します。

Sun StorEdge 拡張キャビネットには、オプションのドア (Sun のパーツ番号 X9818A) 
を取り付けることができます。このラックに 2 台の Sun Fire V890 サーバーを搭載す
る場合は、EMI 保護のためにこのドアが必要となります。

注 – Sun Fire 拡張キャビネットには、Sun Fire V890 サーバーを 1 台だけ搭載できま
す。

Sun Fire V890 サーバーのラック搭載に関する安
全のための注意事項

注意 – 『Sun Fire V890 サーバーラックマウントの手引き』で説明しているように、
サーバーを持ち上げる場合は、まず、CPU/メモリーボード、電源装置、CPU ファン
トレー、I/O ファントレーをすべて取り外します。これらの部品を取り外してから、
4 人でサーバーを持ち上げてください。

ラックマウントキットに含まれている 4 つの運搬用ハンドルは、すべての部品が取り
付けられたサーバーの重量には耐えられません。
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ソフトウェアの問題
この節では、Sun Fire V890 サーバーに関連するソフトウェアの問題について説明し
ます。

Sun Management Center ソフトウェアのサポート

Sun Fire V890 をサポートするには、Sun Management Center の Version 3.5 Update 
1 以降が必要です。Solaris 10 OS が動作している場合は、Sun Management Center 
のパッチ 118389-07 に加えて、Version 3.5 Update 1b をインストールする必要があり
ます。特にシステムに新しい CPU/メモリーモジュールを取り付ける場合は、どの
バージョンの Solaris OS でも、関連する Sun Management Center のすべてのパッチ
をインストールする必要があります。

Sun StorEdge Traffic Manager ソフトウェア

Sun StorEdge™ Traffic Manager ソフトウェアは、複数のプラットフォームでのマル
チパス I/O フェイルオーバー、フェイルバック、および SAN 環境全体での負荷分散
を自動化します。また、このソフトウェアによって、動的なデータベースの構成を行
うこともできます。このソフトウェアは、基幹となる SAN 環境での、入出力性能の
改善、可用性の向上、および管理時間の節約に役立ちます。

Sun StorEdge Traffic Manager ソフトウェアの詳細、機能のインタラクティブツ
アー、および使用する環境に適した製品の価格の確認および購入については、次の 
Web サイトを参照してください。

http://www.sun.com/storage/software/storage_mgmt/traffic_manager
/index.xml
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制限事項
この節では、Sun Fire V890 サーバーに関連するバグおよび例外事項について説明し
ます。多くの場合、これらのバグを修正するソフトウェアパッチが提供されていま
す。 入手可能なパッチの情報については、SunSolve Online Web サイトにアクセス
するか、ご購入先にお問い合わせください。詳細は、4 ページの「ソフトウェアパッ
チ」を参照してください。

また、使用しているリリースの Solaris OS のハードウェアマニュアルも確認してくだ
さい。そのハードウェアマニュアルには、Sun Fire V890 サーバーに影響する可能性
がある OS 関連のバグに関する情報が記載されています。

OpenBoot ファームウェアのマニュアル

ファームウェアの使用方法については、『OpenBoot 4.x Command Reference 
Manual』を参照してください。このマニュアルは、次の Web サイトの「Sun ハード
ウェア対応 Solaris」から入手できます。

http://docs.sun.com

PCI スロットを使用不可にすると、Solaris の起動
中に fcode_timer のタイムアウトが発生する

カードが取り付けられている PCI スロットに対して asr コマンドの asr-disable 
pci-slotn (n は 0 ～ 8) を実行して、そのスロットを使用不可にすることはお勧め
しません。PCI スロットに取り付けられているカードに障害が発生している場合は、
使用不可にするのではなく、システムからそのカードを取り外す必要があります。

asr-disable pci-slotn コマンドを使用して、カードに障害があるかないかにか
かわらず、カードが取り付けられているスロットを使用不可にすると、インタプリタ
は一時停止し、カードからの応答を待ちます。カードは使用不可により応答しないた
め、起動処理が数分間遅延します。
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